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９月議会の審議から
９月定例会最終日の９月１４日、二つの追加議案が議員

提案により提出されました。

●高萩市議会議員の政治倫理に関する条例の一

部改正については賛成多数で可決されました。

公明党としての判断は、この問題は市民の権利

に関わる重大な問題であり、十分な調査審議が

必要なので早急に決を採るべきではないとの考

えから、採決の場は退席いたしました。

●高萩市議会議員の定数を定める条例の一部改

正について（２名削減で１６名にするというも

の）は賛成少数により否決されました。

公明党としての判断は、定数削減についてはい

ろいろな側面から検討しなければならないが、

行財政改革や経費削減の面から、全国的な時の

要請として受け止め、賛成いたしました。

菊地 正芳 議員

●環境行政について

たばこの吸殻や空き缶等のポイ捨てを

はじめ、野焼きやペットの糞の不始末、

不法投棄や違法広告物等、マナーの悪

さから起きる住環境の悪化を防止する

ため環境条例の制定をすべきと考える。

見解を伺う。

●安全・安心なまちづくりについて

１．いぶき橋手前、国道４６１号線か

ら石滝団地に向かう交差点の事故・渋

滞防止のために、右折レーンを設ける

よう提言する。

２．これまで再三取り上げてきた、関

根前川の水害対策である浚渫工事はど

うなっているか、説明を求める。

●違法広告物について
違法広告物に対し、通報を受けてから

しか対処しないというのは、行政の職

員の意識としてはどんなものか。所見

を伺う。

今川 敏宏 議員

●市民参加のまちづくりについて
市民参加と言っても参加形態は多様な

形がある。今回は企画された枠組み以

外の市民の善意を活かすことが主題。

高萩市の財政の助けになればとか、子

どもたちのためにとか、生活環境が改

善できればとの思いにたって、ボラン

ティアや奉仕作業に参加したいと思い

ながらも、自分から積極的に参加窓口

を探す方々ばかりではない。また、活

動中の事故等、心配もあるのではない

か。市民の善意を最大限活かすために、

市は市民参加の受け皿を整備しなくて

はならない。所見、対策を伺う。

●交通安全対策について
場所は平成１７年６月議会でも取り上

げた市道１１１号線、地蔵前交差点か

ら秋山中学校入口までの区間。特に通

学路として児童が横断する秋山中学校

入口に信号機を設置できないか。今後

の取り組みを伺う。

市議会議員選挙

１０月２１日（日）告示
１０月２８日（日）投票

投票日に用事がある人は
１０月２２日～２７日までの期間

期日前投票ができます。

期日前投票所 市役所本庁舎東隣り
時間 午前８時３０分から

午後８時まで
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高萩市議会議員

今川としひろ
皆様の声が実現しました！

駒木原十文字・翠ヶ岡
団地・神宮司をつなぐ
三叉路付近

側溝に蓋をかけました。

道幅が狭く緩いカーブ
道で側溝に脱輪する車
が絶えませんでした。

向洋台団地北側から安良川団地
を、国道４６１号線に沿うよう
につないでいる細道

途中２箇所ある木橋でひとつは
掛け替え、ひとつは修繕しまし
た。また、この道沿いへの不法
投棄を防止するための看板を設
置しました。


